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【 提 出 日 】 平 成 18年 11月 14日 (2006.11.14)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 述 の 様 に し て 行 な う 本 発 明 の 対 向 ピ ス ト ン 型 デ ィ ス ク ブ レ ー キ １ ａ の 制 動 時 に 、 上 記
ア ウ タ ー 側 ボ デ ィ ３ 及 び イ ン ナ ー 側 ボ デ ィ ４ に は 、 上 記 各 パ ッ ド の ラ イ ニ ン グ と ロ ー タ ２
の 両 側 面 と の 摩 擦 や こ の ロ ー タ ２ の 両 側 面 の う ね り 等 に 基 づ く 振 動 が 加 わ る 。 従 来 構 造 の
場 合 に は 、 こ の 振 動 に 基 づ い て 、 上 記 両 ボ デ ィ ３ 、 ４ が 低 周 波 振 動 し た が 、 本 発 明 の 対 向
ピ ス ト ン 型 デ ィ ス ク ブ レ ー キ １ ａ 場 合 に は 、 前 記 連 結 材 １ １ が 、 こ の 様 な 低 周 波 振 動 の
発 生 を 抑 え る 。 即 ち 、 こ の 連 結 材 １ １ が 前 述 の 様 に 、 上 記 ア ウ タ ー 側 ボ デ ィ ３ の 一 端 寄 り
部 分 と 上 記 イ ン ナ ー 側 ボ デ ィ ４ の 他 端 寄 り 部 分 と を 、 上 記 ア ウ タ ー 側 ボ デ ィ ３ の 他 端 寄 り
部 分 と 上 記 イ ン ナ ー 側 ボ デ ィ ４ の 一 端 寄 り 部 分 と を 、 互 い に 連 結 し て 、 互 い に 連 結 し た 部
分 同 士 が 互 い に 遠 近 動 す る 事 を 阻 止 す る 。 こ の 為 、 上 記 連 結 材 １ １ が 上 記 両 ボ デ ィ ３ 、 ４
の 剛 体 モ ー ド の 捩 り 振 動 を 抑 制 し て 、 上 述 し た 様 な 制 動 時 に 、 上 記 各 パ ッ ド の ラ イ ニ ン グ
と ロ ー タ ２ の 両 側 面 と の 摩 擦 や こ の ロ ー タ ２ の 両 側 面 の う ね り 等 に 基 づ く 振 動 に 拘 ら ず 、
上 記 両 ボ デ ィ ３ 、 ４ が 低 周 波 振 動 す る の を 防 止 し て 、 運 転 者 等 の 乗 員 に 不 快 な 振 動 や 騒 音
が 発 生 す る の を 防 止 で き る 。 又 、 図 面 に 示 す 様 に 、 上 記 連 結 材 １ １ に よ り パ ッ ド ス プ リ ン
グ １ ５ を 押 圧 す る 事 も 可 能 で あ る 。 そ し て 、 こ の 場 合 に は 、 従 来 構 造 の 場 合 に 必 要 と さ れ
た パ ッ ド ス プ リ ン グ 支 持 用 の ピ ン は 不 要 に な り 、 コ ス ト 低 減 を 図 れ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

の



【 図 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 ２ 】
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